
「カシナガ」と「ナラ枯れ」
－現場で学ぶ森林保護－

「ナラ枯れ」は、カシノナガキクイムシ（通称「カシナガ」）が媒介するナラ菌によりナラ類等の樹木
が集団的に枯死する伝染病です。1990年代以降、日本海側を中心に被害が拡大し、昨年塩谷町（船生演
習林）で初めて被害が確認されました。人の生活圏におけるナラ枯れの発生では、枝の落下や倒木などに
よって、人的・物的被害を引き起こす危険性があります。本講座では、ナラ枯れに対する基礎知識や防除
対策について講義を行い、実際にナラ枯れ被害の現場を体験します。

NNC:日光から自然を考える「第3回日光ネイチャーカレッジ」
全国演習林協議会総会開催記念事業、塩谷町民講座

■日時：2025年12月13日（土） 10：00～15：00 （集合時刻： 9：50）

10:00～12:00 講義

 「ナラ枯れの現状と課題」 秋田県林業研究研修センター 福沢朋子 研究員

 「カシノナガキクイムシの生態」 宇都宮大学農学部森林科学科 逢沢峰昭 教授

「演習林のナラ枯れ防除事業」 宇都宮大学農学部附属演習林 大島潤一 准教授

12:00～13:00 昼食（船生演習林愛山寮食堂）

13:00～15:00 現地踏査（船生演習林樹木園）および現場からの報告

「塩谷町におけるナラ枯れの状況および取組」 塩谷町産業振興課 黒田明典 係長

■場所：宇都宮大学農学部附属船生演習林

〒329-2441 栃木県塩谷郡塩谷町船生7556（国道461号玉生交差点西３Km(20台駐車可)）

■持ち物：昼食、飲料、作業用手袋、ザック・デイパック、タオル、トレッキングシューズ（長靴推奨）

学習用具（筆記具など）、アウター（雨具併用可）

■定員：20名程度（先着順）

■参加費用：無料（保険等は各自でお入りください）

■主催：宇都宮大学農学部附属演習林／共催：宇都宮大学地域経営研究会、塩谷町産業振興課

後援：栃木県／協力：環境省日光国立公園管理事務所

■少雨決行、荒天中止

■申込・問合先（1１/２８(金)〆切）

右QRコード

もしくは、宇都宮大学農学部附属演習林事務室へ（平日9：00-16：30）

（0287-47-0057、fuzensyu@a.utsunomiya-u.ac.jp）

参加者名、メールアドレス、電話番号をご連絡ください。

【参加申込QR コード】

2025年9月17日 塩谷町
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